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河
川
改
修
は
、
以
前
よ
り
両
河
川

を
含
む
南
白
亀
川
水
系
の
事
業
促

進
を
関
係
市
町
と
国
・
県
に
要
望

を
行
っ
て
い
ま
す
。本
年
度
も
８

月
に
要
望
に
伺
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
台
風
に
よ
り
Ｊ
Ｒ
大
網
駅
・

永
田
駅
周
辺
で
４
年
前
の
大
雨
被

害
に
相
当
す
る
浸
水
被
害
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
11
月
27

日
に
県
を
訪
問
し
、
南
白
亀
川
水

系
河
川
整
備
計
画
の
抜
本
的
な
見

直
し
の
検
討
や
、
両
河
川
の
未
整

備
区
間
の
早
期
完
成
お
よ
び
被
災

し
た
護
岸
崩
落
箇
所
の
早
期
復
旧

な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
金
谷
川
河
川
改
修
事
業

は
、
来
年
度
か
ら
の
工
事
再
開
が

で
き
る
よ
う
、
関
係
地
権
者
と
交

渉
を
行
っ
て
お
り
、
事
業
の
推
進

に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　
南
玉
地
区
の
土
砂
崩
落
は
、Ｊ

Ｒ
東
日
本
千
葉
支
社
で
、
外
房
線

の
法
面
復
旧
方
法
等
の
検
討
を
進

め
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
方
々
に
安
心
し
て
暮
ら

　
大
規
模
地
震
へ
の
対
応
と
防
災

意
識
の
向
上
を
目
的
に
、
11
月
26

日
に
「
総
合
防
災
訓
練
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
大
網
小
学
校
区
に

お
住
ま
い
の
方
々
を
対
象
と
し
た

避
難
訓
練
の
ほ
か
、
メ
イ
ン
会
場

の
大
網
小
学
校
で
、
初
期
消
火
、

救
命
救
急
、
応
急
給
水
な
ど
の
市

民
参
加
型
体
験
訓
練
、
炊
き
出
し

や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

設
置
訓
練
な
ど
を
実
施
。
ま
た
、

み
ど
り
が
丘
自
治
会
館
で
、
自
治

会
、
自
主
防
災
組
織
向
け
に
避
難

所
運
営
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
防
災
意
識
の
高
揚
と
地
域
防
災

力
の
機
能
強
化
を
図
り
な
が
ら
、

防
災
・
減
災
対
策
を
進
め
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
の
財
政
状
況
は
、

税
収
は
前
年
度
実
績
を
若
干
上
回

る
状
況
で
推
移
し
て
い
る
も
の
の
、

長
期
化
す
る
物
価
高
騰
へ
の
対
応

や
、
台
風
13
号
の
被
災
へ
の
対
応

な
ど
、
臨
時
的
な
経
費
の
増
加
に

よ
り
、
依
然
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
市

民
へ
の
各
種
支
援
策
や
、
台
風
災

害
の
復
旧
・
復
興
に
係
る
事
業
は
、

各
補
正
予
算
で
所
要
額
を
優
先
的

に
確
保
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま

す
が
、
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取

　
市
で
は
、
台
風
13
号
の
接
近
に

伴
い
、災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

風
水
害
第
２
配
備
体
制
を
敷
い
て

災
害
対
応
に
あ
た
る
一
方
、
災
害

協
定
を
締
結
し
て
い
る
市
災
害
対

策
協
会
お
よ
び
市
建
設
業
災
害
対

策
協
力
会
に
応
急
対
策
業
務
の
協

力
を
要
請
し
、市
内
各
所
で
発
生
し

た
道
路
や
水
路
等
の
破
損
箇
所
の

機
能
確
保
・
復
旧
に
努
め
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
応
急
対
策
に
一
定

の
目
処
が
つ
き
ま
し
た
が
、
農
地

や
水
路
内
に
堆
積
し
た
土
砂
の
撤

去
、
被
災
者
の
生
活
再
建
に
向
け

た
支
援
が
必
要
の
た
め
、「
台
風
13

号
災
害
復
旧
復
興
調
整
会
議
」
を

立
ち
上
げ
、
一
日
も
早
く
元
の
生

活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
引
き
続

き
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

み
、
早
期
の
復
興
に
向
け
た
各
種

支
援
を
進
め
ま
す
。

　
二
級
河
川
小
中
川
・
赤
目
川
の

12
月
４
日
か
ら
22
日
ま
で
、
市
議
会
第
４
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
日
に
、
市
長
か
ら
事
務
報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

な
お
、
可
決
議
案
等
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問

　改選後初の議会となる市議会第４回定例会
において、新しい議長と副議長が決まりました。
　議長には、小金井勉議員、副議長には石渡
登志男議員が就任しました。
　 議会事務局　☎０４７５（７０）０３９０

議長に小金井勉議員
副議長に石渡登志男議員

台
風
に
よ
る

災
害
対
応

防
災
訓
練

　
本
市
の
「
第
３
次
障
が
い
者
計

画
」、「
第
６
期
障
が
い
福
祉
計

画
」、「
第
２
期
障
が
い
児
福
祉
計

画
」
の
各
計
画
は
、
令
和
２
年
度

に
策
定
し
、
市
の
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
基
礎
と
し
て
現
在
に
至
り

ま
す
が
、
計
画
策
定
時
か
ら
一
定

年
数
が
経
過
し
た
中
で
、
現
在
、

「
障
が
い
者
計
画
」
は
、
こ
の
間

の
法
令
改
正
や
社
会
情
勢
等
を
反

映
し
た
計
画
の
見
直
し
を
、ま
た
、

「
障
が
い
福
祉
計
画
」、「
障
が
い

児
福
祉
計
画
」
は
、
新
た
な
計
画

の
策
定
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
計
画
の
見
直
し
・
策
定
に
関
し
、

障
害
者
関
係
団
体
や
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
結
果
を
踏
ま
え
た
計
画
案
の
承

認
を
諮
る
と
共
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
、
広
く
意
見
を

伺
っ
た
上
で
、
策
定
作
業
を
進
め

ま
す
。

障
害
福
祉

　
生
活
の
応
援
・
地
域
経
済
の
回

復
を
図
る
た
め
、
昨
年
に
引
き
続

き
、「
大
網
白
里
市
元
気
回
復
ク
ー

ポ
ン
券
」を
発
行
し
ま
し
た
。
１
人

３
，０
０
０
円
分
の
ク
ー
ポ
ン
券

を
世
帯
ご
と
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

１
月
31
日
㈫
ま
で
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
活
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
等

の
低
所
得
世
帯
に
対
し
、
１
世
帯

当
た
り
７
万
円
の
給
付
金
を
支
給

予
定
で
、
現
在
、
調
整
を
図
っ
て

い
ま
す
。
市
議
会
で
承
認
が
得
ら

れ
た
際
は
、
速
や
か
に
対
象
世
帯

に
給
付
金
が
行
き
渡
る
よ
う
、
市

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用

し
て
周
知
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
政
府
の
支
援
を
原

資
に
値
引
き
を
行
っ
て
い
る
市
営

ガ
ス
の
料
金
は
、
令
和
６
年
１
月

の
検
針
分
で
終
了
す
る
予
定
で
し

た
が
、
延
長
す
る
方
針
が
盛
り
込

ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
６
年
４

月
使
用
分
ま
で
１
立
方
メ
ー
ト
ル

当
た
り
税
込
み
15
円
の
値
引
き
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
５
月
使
用

分
は
値
引
き
幅
を
縮
小
し
て
実
施

す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

物
価
高
騰
に
よ
り
影
響
を
受
け
て

い
る
市
民
の
方
々
へ
の
支
援

財
政
関
係

　
市
の
玄
関
口
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
大
網

駅
前
広
場
は
、
歩
道
部
分
の
一
部

が
Ｊ
Ｒ
用
地
の
た
め
、
敷
地
の
全

面
市
有
化
に
向
け
協
議
を
進
め
て

い
ま
し
た
が
、
当
該
駅
前
広
場
の

Ｊ
Ｒ
用
地
と
金
谷
郷
の
Ｊ
Ｒ
東
日

本
大
網
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
隣
接

の
市
有
地
の
一
部
と
を
等
価
交
換

す
る
こ
と
で
協
議
が
整
い
ま
し
た
。

年
内
を
目
途
に
所
有
権
移
転
登
記

が
完
了
し
ま
す
。

公
有
財
産
関
係

令
和
５
年
大
網
白
里
市
議
会  

第
４
回
定
例
会  

市
長
事
務
報
告

▲「開運！なんでも鑑定団」公開収録の様子

り
組
み
を
着
実
に
前
進
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
歳
入
の
一

層
の
確
保
と
、
執
行
段
階
で
の
さ

ら
な
る
経
費
の
節
減
に
努
め
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
当
初
の
見

込
み
を
上
回
る
推
移
を
示
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
回
、
12
月
補
正

予
算
案
で
関
係
経
費
を
増
額
計
上

し
ま
し
た
。
今
後
も
、
自
主
財
源

の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
の
予
算
編
成
は
、

前
期
基
本
計
画
の
４
年
目
と
し

て
、
各
種
施
策
を
着
実
に
推
進
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
人

口
減
少
等
に
よ
り
基
幹
財
源
で
あ

る
市
税
の
伸
び
が
期
待
で
き
な
い

中
、
社
会
保
障
費
や
人
件
費
の
増

加
に
加
え
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

公
共
施
設
・
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化

対
策
へ
の
経
費
の
増
加
な
ど
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

　
引
き
続
き
歳
入
・
歳
出
両
面
の

見
直
し
を
徹
底
し
、
10
年
後
・
20

年
後
の
市
の
未
来
を
見
据
え
な
が

ら
、重
要
な
政
策
課
題
で
あ
る「
公

共
施
設
・
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
・

防
災
対
策
」「
Ｄ
Ｘ
の
推
進
」「
人
口

減
少
対
策
」
の
３
点
に
対
し
予
算
の

重
点
化
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
財
政
健
全
化
と
重
要
政
策
課
題

の
両
面
で
十
分
な
対
策
を
講
じ
な

が
ら
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

目
指
し
ま
す
。

　「
秋
開
始
接
種
」
と
し
て
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
可
能
な
す
べ
て
の

年
齢
の
方
を
対
象
に
、
ワ
ク
チ
ン

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策

　
衛
生
環
境
の
改
善
や
利
便
性
の

向
上
な
ど
を
目
的
に
、
令
和
３
年

度
に
小
中
学
校
の
体
育
館
、
令
和

４
年
度
に
小
学
校
校
舎
の
改
修
を

実
施
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
幼

稚
園
園
舎
は
既
に
工
事
を
完
了

し
、
中
学
校
校
舎
は
工
事
を
進
め

て
お
り
、
年
度
内
の
工
事
完
了
に

向
け
、
鋭
意
作
業
を
進
め
ま
す
。

教
育
施
設
の

ト
イ
レ
洋
式
化

の
接
種
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
11
月
末
時
点
の
接
種
状
況
は
、

12
歳
以
上
の
接
種
者
数
が
１
１
，

５
２
４
人
、
接
種
率
28
．９
％
と

な
っ
て
お
り
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
方
は
８
，１
３
６
人
、接
種

率
は
48
．３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
国
の
方
針
に
基
づ
い

た
ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務
を
適
切
に

遂
行
し
、
希
望
者
が
円
滑
に
接
種

で
き
る
よ
う
、
接
種
体
制
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

　
大
人
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
、

期
待
さ
れ
る
社
会
人
と
し
て
成
長

し
て
い
く
た
め
の
契
機
と
な
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
１
月
７
日
㈰
に

大
網
白
里
ア
リ
ー
ナ
を
会
場
と
し

て「
令
和
６
年
二
十
歳
の
成
人
式
」

を
開
催
し
ま
す
。
例
年
と
同
様
、

二
十
歳
の
成
人
式

実
行
委
員
会
が
主
体
と
な
り
、
式

典
の
企
画
運
営
を
行
い
ま
す
。

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
早
急
に
必

要
な
対
策
を
講
ず
る
よ
う
、Ｊ
Ｒ

側
に
対
し
働
き
か
け
ま
す
。

　
第
８
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
の
中
で
位
置
付

け
て
い
る
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
整
備
は
、
昨
年
度
・

本
年
度
の
２
回
、
整
備
事
業
者
で

あ
る
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ち

ば
地
域
生
活
支
援
舎
」
で
建
設
工

事
の
入
札
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

資
機
材
の
高
騰
な
ど
の
影
響
に
よ

り
入
札
は
不
調
に
終
わ
り
、
同
法

人
か
ら
本
年
度
内
の
整
備
は
難
し

い
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
市
で
は
、
９
月

に
介
護
保
険
運
営
協
議
会
を
開
催

し
、
今
回
の
計
画
期
間
内
で
の
施

設
整
備
を
見
送
る
方
針
を
決
定
し

ま
し
た
が
、
本
市
に
と
っ
て
認
知

症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整

備
は
必
要
な
も
の
と
考
え
て
い
る

た
め
、
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８

年
度
の
整
備
に
向
け
、
あ
ら
た
め

て
検
討
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉

　
10
月
22
日
に
大
網
白
里
ア
リ
ー

ナ
で
行
わ
れ
た
テ
レ
ビ
東
京
の
人

気
番
組
「
開
運
！
な
ん
で
も
鑑
定

団
」
の
公
開
収
録
で
は
、
約
１
，

０
０
０
人
の
市
民
の
方
々
に
観
覧

い
た
だ
き
、
盛
況
の
う
ち
に
収
録

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
28
日
、
29
日
に
開

催
さ
れ
た
産
業
文
化
祭
「
文
化
の

部
」
で
は
、
各
公
民
館
等
で
活
動

す
る
教
室
・
同
好
会
や
地
域
で
活

動
す
る
市
民
の
方
々
に
よ
る
作
品

展
示
や
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
行
い
、

11
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
産
業
文

化
祭
「
産
業
の
部
」
で
は
、
恒
例

の
朝
市
組
合
や
商
工
会
青
空
市
に

よ
る
地
場
産
品
の
販
売
、
各
種
団

体
の
活
動
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
展
示
即

売
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
姉
妹
町
中

之
条
町
も
４
年
ぶ
り
に
参
加
い
た

だ
き
、特
産
品
を
販
売
し
ま
し
た
。

　
年
明
け
か
ら
は
、「
白
里
海
岸

元
旦
祭
」、「
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
市
制
施
行
10
周

年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
各
種
事

業
と
同
様
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
で
本
市
の
魅
力
を
市
内
外
に
発

信
し
ま
す
。

市
制
施
行
10
周
年

記
念
事
業

小金井勉議員 石渡登志男議員
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大
網
幼
稚
園

　
☎
０
４
７
５（
７
２
）３
０
０
８

　
瑞
穂
幼
稚
園

　
☎
０
４
７
５（
７
２
）０
２
９
８

　
増
穂
幼
稚
園

　
☎
０
４
７
５（
７
２
）０
２
９
９

　
白
里
幼
稚
園

　
☎
０
４
７
５（
７
７
）２
２
０
２

　
公
立
幼
稚
園
で
は
、
子
育
て
支

援
の
一
環
と
し
、
未
就
園
の
親
子

に
園
庭
と
園
舎
を
次
の
日
程
で
開

放
し
ま
す
（
時
間
は
９
時
〜
11
時

ご
ろ
ま
で
）。

　
お
子
さ
ん
が
友
達
と
関
わ
っ
た

り
、
お
家
の
方
の
交
流
の
場
に

な
っ
た
り
す
る
良
い
機
会
で
す
。

　
詳
細
は
、
各
園
に
直
接
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
幼
稚
園
開
放

▼
大
網
幼
稚
園
＝
１
月
11
日
㈭
、

２
月
15
日
㈭

▼
瑞
穂
幼
稚
園
＝
１
月
24
日
㈬
、

２
月
14
日
㈬

※

１
月
17
日
㈬
、
31
日
㈬
、
２
月

　
７
日
㈬
、
21
日
㈬
は
園
庭
開
放

　
の
み
実
施
し
ま
す
。

▼
増
穂
幼
稚
園
＝
１
月
24
日
㈬
、

２
月
14
日
㈬
、
28
日
㈬

▼
白
里
幼
稚
園
＝
１
月
11
日
㈭
、

25
日
㈭
、
２
月
22
日
㈭

公
立
幼
稚
園

未
就
園
児
幼
稚
園
開
放

令
和
６
年
度
に
学
童
保
育
室
を
利
用

す
る
児
童
を
募
集（
２
次
募
集
）

交
流
セ
ン
タ
ー〈
☎
０
４
７
５（
７

８
）
５
５
２
６
〉
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

・
小
学
校
の
長
期
休
業
期
間
に
学

童
保
育
室
を
利
用
す
る
児
童
に
つ

い
て
も
、
同
時
に
募
集
し
ま
す
。

　
・
　
子
育
て
支
援
課
保
育
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
４
７

　
令
和
６
年
４
月
１
日
㈪
か
ら
学

童
保
育
室
を
利
用
す
る
児
童
の
２

次
募
集
を
行
い
ま
す
。

※

保
育
室
ご
と
に
受
付
学
年
が
異

　
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

　
さ
い
。

▼
申
込
受
付
期
間
＝
１
月
４
日
㈭

〜
１
月
31
日
㈬

▼
受
付
学
年

白
里
＝
１
〜
４
年
生

増
穂
＝
１
〜
３
年
生

増
穂
北
＝
１
〜
３
年
生

大
網
東
＝
１
〜
３
年
生

季
美
の
森
＝
１
〜
６
年
生

瑞
穂
＝
１
〜
４
年
生

〈
注
意
事
項
〉

・
大
網
学
童
保
育
室
は
、
子
育
て

の
口
座
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班

　☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
３
１

　
現
在
、
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
ま
た
は
令
和
５
年
10
月
ま
で
に

新
た
に
認
定
を
受
け
た
方
は
、
１

月
11
日
㈭
に
市
か
ら
２
か
月
分

（
令
和
５
年
11
月
分
〜
12
月
分
）

が
指
定
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

　
児
童
扶
養
手
当
証
書
（
青
色
）

に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
金
融
機
関

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

１
月
は
児
童
扶
養
手
当
の
支
払
期
で
す

問

2024年度版「大網白里市子育てサポートブック」を作成します
　市では、子育て世代の生活応援情報誌「大網白里市子
育てサポートブック」の作成を、㈱サイネックスとの官民協
働事業として取り組むこととなり、現在準備を進めていると
ころです。このサポートブックは子育て世代をサポートする
さまざまな情報と民間企業のＰＲを掲載し、各種窓口に設
置するほか、保育園・幼稚園等で配布します。また、電子
書籍版は市ホームページ等で公開し、スマートフォン等を介
して多くの方に情報発信を行います。
　「大網白里市サポートブック」発行の際に、広告掲載のご
協力をお願いします。
　　〈広告掲載について〉
　　㈱サイネックス千葉支店　☎０４３（２３８）８２８０
　　子育て支援課児童家庭班　☎０４７５（７０）０３３１

問

◎年始の業務について
　１月４日㈭から、図書室を開室
します。なお、ブックポストは１月
４日㈭ 8 時 30 分から利用可能と
なります。
◎休室のお知らせ
　市図書室（３室）は、システム
機器入れ替えのため、次の期間を
休室します。図書室ホームページ
も停止となりますのでご了承くださ
い。ご不便をおかけしますがご理
解・ご協力をお願いします。
▶休室期間＝１月24日㈬～31日㈬
◎福めん本２０２４
　カバーで覆われて、何の本かわ
からない「福めん（覆面）本」。お
もてには、その本の「最初の文章」
が書いてあります。気になる一言
を見つけて、読んでみませんか。
▶日時＝1月4日㈭～21日㈰
▶会場＝各図書室（大網・中部・
白里） ※無くなり次第終了。
◎おはなし会
▶日時＝毎週㈯14時30分～
▶会場＝図書室会議室
◎中部分室おはなし会
▶日時＝毎週㈬15時30分～
◎白里分室おはなし会
▶日時＝毎週㈭15時30分～

◎今月の展示棚
大河ドラマを楽しむ本
　今年の大河ドラマ「光る君へ」
の主人公で、｢源氏物語｣の作者で
ある、平安時代の女流作家・紫
式部に関する本を集めました。
　また去年の大河ドラマの主人公
である徳川家康に関する本も展示
します。
　大河ドラマをより楽しむために、
主人公や時代背景について知って
みませんか。
・「紫式部と王朝文化のモノを読み
解く」　ＫＡＤＯＫＡＷＡ
・「知識ゼロでも楽しく読める！源
氏物語」西東社
・「光と陰の紫式部」作品社
・「一冊でわかる平安時代」　
河出書房新社
・「フェミニスト紫式部の生活と意
見」集英社
・「家康の戦略を支えた最強徳川
家臣団のすべて」　宝島社

図書室だより

申問　   大網白里市図書室
☎0475（72）8383
・

大網白里市図書室 検索

◎図書室休室日
１日㈪～３日㈬・8日㈪・9日（火・
振替休室）・15日㈪・22日㈪・
24日㈬～30日㈫・31日（水・
室内整理日）

ミーティング
を開催

第25回 市こども家庭支援員
　市では、市民や各種公益団体、事業者等、
幅広い分野に携わる多くの方 と々自由な意見
交換を行うことで「未来に向けてみんなで
つくろう！　住みたい・住み続けたいまち」
に向けた今後の市政運営への参考とするた
め、ふれあいミーティングを開催しています。
　25 回目となる今回は、市こども家庭支援
員の皆さんにお話を伺いました。

れ いふ あ市長
との

対応に正解が無く、ケースごとに適切な対応が異
なるため、ひとつずつ向き合い、活動しています。
責任重大ですが、子育てをする家庭の自立や、子
どもたちの未来につながる取り組みに、とてもや
りがいを感じます。
　　　　 皆さんの支援は、大変心強いです。苦
労していることや、課題となっていることはありま
すか。
　　　　 支援を必要としている方が、面会や電
話に応じられない状況が続く場合、情報伝達に難
航することがあります。その場合であっても、必
要な行政サービスを受けられるよう支援するため、
手紙を送付するなど、手段を変えながら、丁寧に
対応方法を検討し、実践しています。
　　　　 子育て中の保護者の方へなど、メッセー
ジをお願いします。
　　　　 ひとりで抱え込まずに、ささいなことで
もまずは相談してほしいです。休日や夜間は、電
話相談窓口「☎１８９（いちはやく）」も利用でき
ますので、遠慮せずに話してください。
　　　　 行政の重要な役割を改めて認識しまし
た。今後も、地域全体で子育てを支えるまちづく
りを進めていきます。

　　　　 支援員の活動について教えてください。
　　　　 私たち支援員は、現在4名在籍し、水曜
日は4名、その他の曜日は各2名体制で、平日の
9時から16時まで活動しています。
　活動内容は、子育てについての相談や虐待家庭
への対応で、子育て支援課内で電話相談や来所
相談に応じているほか、家庭や幼稚園、保育所、
学校などへの訪問相談も行います。
　また、適切に対応できるよう、関係機関と連携
し、情報収集や研究を行い、支援員の知識や技
術の向上を図っています。
　相談内容としては、子どもの成長に応じた親と
しての接し方、子どもが不登校になっている家庭
の支援、発達に関する検査機関の紹介など、さま
ざまです。
　　　　 大切にしていることや、心掛けているこ
とは。
　　　　 相談してくださった方のお話を聴き、言
葉にならない感情を表情や様子などから察知でき
るよう気を付けながら、情報や心情を共有し、寄
り添って支援することを大事にしています。また、
ひとつの価値観に偏ることなく、多方面の視点か
ら総合的に判断することを、常に意識しています。

支援員
市   長

支援員

市   長

支援員

支援員

市   長

市   長

市   長

※「市こども家庭支援員」以下「支援員」

申

問

問


